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青少年健全育成活動の充実

平成２２年度高鍋町事務事業評価表

◎事務事業の概要
事務事業名 成人式 開始年度 昭和２４年

終了年度

担当課（局） 社会教育課 担当係 生涯学習係 記入者 三笠　浩三 評価者 三嶋　俊宏

基 本 目 標

事業従事者数

21年度決算 266 22年度予算 305 事業の実施方法

0.05 人 0.05 人21年度人件費 364 千円 22年度人件費 362 千円

◎事務事業の目的・内容

事業の目的 新成人となる青年の活力と創造を期待し、祝福することを目的とする。

事業の内容 成人者が大人になったことを自覚し、これからの将来を担う若者に前途の期待と祝福をこめて成人式を実施する。

◎成果指標と活動指標

成果指標

成果指標名 何を狙い、どのような成果が得られたのか

成人者対象数
お知らせたかなべにて周知し、家族の方により申請手続きの実施。行政指導ではなく、対象者に
よる意識を改革させ運営を実施させることにより、向上が得られた。

実行委員数 役割分担を考え、10人の確保を目指す。

２１年度 ２２年度

活動指標

活動指標名 どれほどの活動をしたのか、事業の手法、手順等を詳細に

会議回数 実行委員会を立ち上げ、企画運営を行っている。

広報活動数 お知らせたかなべにて周知している。

目標値
人

278 260

◎達成状況
指標名 単位 ２０年度

260
実績値 220 213成人参加率

#DIV/0!

実績値 220 213
達成率 ％ 79.1% 81.9%

達成率 ％ 90.0% 110.0%
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実行委員会開催回数
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◎事務事業の評価

妥　当　性
（必要性）

◎目的からして町が行うべきか
◎同様の事業を他課・他団体で行って
いないか
◎事業廃止による影響があるのか

これまで行政指導で開催をしていたが、平成１９年度より新成人で実行委員会を結成
し、企画運営を行っている。

有　効　性
◎目標に対して成果は得られているか
◎成果向上のための改善余地がある
か

全国的に成人式のあり方が問われており、本町においては継続していくことで成人者
に大人としての自覚と責任を認識する場になっている。

効　率　性
◎活動量の効果は上がっているか
◎経費や時間の削減余地があるか

成人式は毎年１月５日に開催しているが今後は日程、内容を含め検討の余地が必要
である。

協　働　性
◎町民との協働の可能性があるか（ボ
ランティア・ＮＰＯ等）

式典当日はガールスカウト、地域婦人連絡協議会など受付、案内業務等手伝いの協
力をしていただいている。
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◎担当者の方針に対する評価
者としての所見
◎統括者として、どのように事
業を進めるべきと考えている
か、等

成人式の実行委員を募集をするが応募がなく苦慮している
が、個別に依頼し委員会組織を立ち上げている状況であ
る。一旦組織されると、新しい催し物に取り組むなど、自分た
ちの成人式を盛り上げようとする意識が高まった。今後も実
行委員会組織を充実させていきたい。

事務事業名 成人式 担当課（局） 社会教育課

◎総合評価（今後の方向性を含む）

現状維持 ○

縮小

廃止 縮小 現状維持 拡充

コ　ス　ト

今後の方向性

　
事
業
の
方
向
性

拡充

廃止

事務事業評価委員会
評　価　欄

事　業 現状維持

◎実行委員会を立ち上げ、自ら企画運営をすることは、社会勉強上、必要である。応
募が無ければ、前年度実行委員会から申し送りをするなど工夫が必要である。
◎実行委員会方式が定着してきたのではないか。

コスト 現状維持


